
Ｒ
６
（
２
０
２
４
）
年 

共
通
テ
ス
ト
本
試
『
詩
林
広
記
』
『
考
古
編
』 

 
次
の
文
章
は
、
唐
の
杜
牧
（
八
〇
三―

八
五
二
）
の
【
詩
】
「
華
清
宮
」
と 

そ
れ
に
関
連
す
る
【
資
料
】
Ⅰ
～
Ⅳ
で
あ
る
。 

 

【
詩
】 華

清
宮 

長

安

 

ヨ
リ 

回 

望

 

ス
レ
バ

繡 し
う 

成 な
ス

レ

堆 た
い
ヲ 

山 

頂

 

ノ 

千 

門  

次 

第

 

ニ 

開

 

ク 

一 

騎 

紅 こ
う 

塵 ぢ
ん  

妃 ひ 

子 し 

笑

 

フ 

無

 

シ

三

人

 

ノ 

知

 

ル

二

是 こ
レ 

 

荔 れ
い 

枝 し
ノ 

来

 

タ
ル
ヲ

一

。 

【
資
料
】 

Ⅰ
『
天
宝
遺
事
』

 

ニ

云 い
フ

、
「
貴 き

妃 ひ

嗜 た
し
な
ム

二

荔
枝

 

ヲ

一

。
当
時
涪
州

ふ
う
し
う 

致

 

ス
ニ

レ

貢 こ
う
ヲ

以

 

テ
シ

二

馬 ば

逓 て
い
ヲ

一

、 

馳 ち

載 さ
い
ス
ル
コ
ト

七
日

し
ち
じ
つ

七 し
ち

夜 や
ニ
シ
テ

至

 

ル

レ

京 け
い
ニ

。 

人
馬
多

 

ク

斃 た
ふ
レ

二

於
路 み

ち
ニ

一

、
ア

百

姓

ひ
ゃ
く
せ
い

苦

 

シ
ム
ト

レ

之

 

ニ

。
」 

華
清
宮
（
唐
の
都
長
安
の
郊
外
に
あ
る
、
驪
山
の
温
泉
地
に
造
営
さ
れ
た
離
宮
）
。 

長
安
か
ら
振
り
返
っ
て
遠
方
を
望
め
ば
、
（
驪
山
は
）
綾
絹
を
重
ね
た
て
い
る
（
よ
う
に
美
し
い
） 

山
頂
に
あ
る
華
清
宮
の
多
数
の
門
が
、
次
々
と
開
い
て
い
く
。 

あ
る
騎
馬
が
砂
煙
（
を
上
げ
疾
走
し
て
来
る
）
。
（
そ
れ
を
見
て
皇
帝
玄
宗
の
妃
で
あ
る
）
楊
貴
妃
は
ほ
ほ
え
む
。 

人
々
は
誰
も
、
こ
れ
が
ラ
イ
チ
を
届
け
に
来
た
（
騎
馬
で
あ
る
）
の
だ
と
知
ら
な
い
。 

 

『
天
宝
遺
事
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
「
楊
貴
妃
は
ラ
イ
チ
を
好
物
と
し
た
。 

 
 

 

当
時
、
涪
州
は 

貢
物
（
の
ラ
イ
チ
）
を
届
け
る
に
あ
た
っ
て
（
本
来
は
公
文
書
を
運
ぶ
）
早
馬
の
中
継
に
よ
る
緊
急
輸
送
で 

運
ぶ
こ
と
、
七
日
七
夜
（
休
ま
ず
）
走
ら
せ
て
、
都
に
到
着
し
た
。 

人
も
馬
も
た
く
さ
ん
道
に
野
垂
れ
死
に
、
民
衆
は
こ
れ
に
苦
し
ん
だ
」
と
。 



Ⅱ
『
畳
山
詩
話
』

 

ニ

云

 

フ

、
「
明
皇

致

 

シ
テ

二

遠
物

 

ヲ

一

、 
以

 

テ

悦 よ
ろ
こ
バ
シ
ム

二

婦
人

 

ヲ

一

。 

窮

 

メ

二

人
力

 

ヲ

一

絶
 

ツ
モ

二

人
命

 

ヲ

一

、

有

 

リ
ト

レ

所
レ

不

 

ル

レ

顧 か
へ
り
ミ

。
」 

Ⅲ
『
遯 と

ん

斎 さ
い

閑 か
ん

覧 ら
ん

』

 

ニ

云
 

フ

、
「
杜 と

牧 ぼ
く
ノ

華
清
宮
詩

尤
も
っ
と
も 

膾
く
わ
い

二

炙 し
や
ス

人 じ
ん

口 こ
う
二

一

。
拠 よ

レ
バ

二

唐
紀

 
ニ

一

、 

明
皇
以

 

テ

二

十
月

 

ヲ

一

幸 か
う
シ

二

驪 り

山 ざ
ん
ニ

一

、
至

 
リ
テ

レ

春

 

ニ

即

 

チ

還 か
へ
ル

レ

宮 き
う
ニ

。 

是

 

レ 

未

 

ダ

三

嘗

 

テ

六

月

 

ニ
ハ

在

 

ラ

二

驪
山

 

ニ

一

也 な
り

。 

然

 

ル
ニ

荔
枝

 

ハ

盛
暑

 

ニ
シ
テ

方 は
じ
メ
テ

熟

 

ス
ト

。
」 

Ⅳ
『
甘
沢
謡
』

 

ニ

曰

 

ハ
ク

、
「
天
宝
十
四
年
六
月
一
日

い
ち
じ
つ

、 

貴
妃
誕
辰

た
ん
し
ん

、
駕 が 

幸 か
う
ス

二

驪
山

 

ニ

一

。 

命

 

ジ
テ

二

小
部
音
声

 

ニ

一

奏

 

シ

二

楽 が
く
ヲ

長

生

ち
や
う
せ
い

殿 で
ん
ニ

一

、 

進

 

メ
シ
ム
ル
モ

二

新
曲

 

ヲ

一

、
未

 

ダ

レ

有

 

ラ

レ

名
。 

会
た
ま
た
ま

南
海 

献

 

ジ

二

荔 れ
い

枝 し
ヲ

一

、
ウ

因 よ
リ
テ

名

 

ヅ
ク
ト

二

茘 れ
い

枝 し

香
か
う
ト

一

。 

『
畳
山
詩
話
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
「
玄
宗
は
遠
く
の
も
の
（
＝
ラ
イ
チ
）
を
取
り
寄
せ
、 

そ
れ
に
よ
っ
て
妻
（
の
楊
貴
妃
）
を
喜
ば
せ
た
。 

人
力
を
尽
き
果
て
さ
せ
、
人
の
命
を
犠
牲
に
し
て
も
、
気
に
か
け
な
い
と
こ
ろ
（≒

傾
向
）
が
あ
っ
た
」
と
。 

『
遯
斎
閑
覧
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
「
杜
牧
の
華
清
宮
の
詩
は 

 
 

 

と
り
わ
け 

広
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
。          

唐
の
時
代
に
つ
い
て
の
歴
史
記
録
に
よ
る
と
、 

玄
宗
は
十
月
に              

驪
山
に
行
幸
し
、         

 

（
翌
年
の
）
春
に
な
っ
て
す
ぐ
に
皇
宮
に
帰
っ
た
。 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
六
月
に
は
驪
山
に
い
な
い
。 

そ
れ
な
の
に
、
ラ
イ
チ
は
夏
の
一
番
暑
い
時
期
に
な
っ
て
初
め
て
熟
す
」
と
。 

『
甘
沢
謡
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
「
天
宝
十
四
年
六
月
一
日
に
、 

楊
貴
妃
の
誕
生
日
が
あ
り
、
皇
帝
の
乗
り
物
（
に
乗
っ
た
皇
帝
と
楊
貴
妃
）
が
驪
山
に
行
幸
し
た
。 

宮
廷
の
少
年
歌
舞
音
楽
隊
に
命
令
し
て
、
音
楽
を
長
生
殿
（
と
い
う
華
清
宮
の
建
物
の
一
つ
）
で
演
奏
さ
せ 

新
し
い
楽
曲
を
（
楊
貴
妃
へ
の
誕
生
日
祝
い
と
し
て
）
進
呈
さ
せ
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
（
そ
の
楽
曲
の
）
名
前
は
無
か
っ
た
。 

ち
ょ
う
ど
（
そ
の
時
）
南
海
郡
が
ラ
イ
チ
を
献
上
し
、
そ
の
た
め
に
、
（
新
曲
に
）
「
茘
枝
香
」
と
名
付
け
た
」
と
。 


